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　ｒｐｍであれば出力は１,０００ ｋＷ程度までが従来の限度とされていた。ヽ従って, 3, 0 0 0 ｋＷの容量
　で1,2 0 0 ｒｐｍの要求があると, 1.5 0 0 kw 1,2 00 ｒｐｍの直流機を２台製作して電気的に並列，
　機械的に直列に結合するなどの手段をとってきた。































































































　　　　　出力2,2 5 0kW (設計目標3,000kW）









































































































































































































































































　Si(t)゜t/T^ ・S2(t)= 0. 5 十(t／Ｔｃ)･S3(t)゜S4(t)゜S。-2(t)゜S。-3(t)゜1・














































































































































































































































































































とする。この場合S chwa r z -Christoff el　の変換式は，
　　　　　dt'　　　　π　　　　　　t'
とないＱは　0 < t'< t'4　に磁位Aiがあると



































































































































　Bcニ‾jd（t－t4）（t十t,)( t一U) gi (l-f)β　で二‾て　　(
2-27 )
として，補極端角度を考慮した。





















































































































































































































































































































































　　　oo　ｏ・Ａ＝　J　2･　Bmn ( cosf-rax ) (cosタｎy）































































































































































゛5加Ｌ１５ 一志十jytf sin Ct
SムーＬ１５十び
l5"'= L^ﾀ５２＋（-ｊ≒ｉ）２ － ２　Ｌ１５７乱Ｆ
　各計算値によって、自己インダクタンスＬｅは、









































































































Mt t =　Lt t
Ms 2 °






































Ai =Cii ｙ ＋C12
Ao = C21 COｓh-k!1十C22 sinhk!1十Ｃ２
Λ３°Ｃ３１　ｙ十C3





Ｈｌｙ°&ｓ゛ Ｈｌｙ°ｙ１°７Ｅ公に゜Vi ° H,











































































































周波数がＯの場合のMo ( =M U→ｏ）はヽ
ＭＯ＝＝
となる。

























































































































































































































































ここで（４－１）式にlc／lc。を掛けて正規化し, q = 1とすると次式が得られる。
普。L
１













　　　il‘゛1十｛h　L71　Tc(r十Ｆ?I　Rb　RE(t) Frl ) - 1 )　ik
一
















































































































解　　　　　法 CPU時間比較 反復回数 最終誤差 積分回数比較
反復法
ＲＫＧ法 1.0 ７ 0.0 1 3 1.0
Gear　法 0.1 2 ８ 0.0 1 6 0.3 3
差　分　法 0.0 5 2 0.0 1 1
表４ ・２　１２・１１・１２・１１元の４モードの場合
解　　　　　　法 CPU時間比較 反復回数 最終誤差 積分回数指紋
反復法
ＲＫＧ法 1.0 ３ 0.0 1 6 1.0
Gear　法 0.1 9 ４ ０．００８４ 0.5 3
差　分　法 0.06 0.0 1 8














































































































































































100.0 Ｚ LORD Rfl ｚ 0.00162
COVERING･: S.210　IC = 0.00198
SHORTEO COIL NO. II　10






















100.0 Ｚ lOHD Rn Ｚ O.O0162
COVERING ｚ 5.210　TC ｚ O.O019B
SHORTEO COIL NO. II　10









































































































































































































































































































too.o Ｚ LORD Rn z 0.00162
COVERINO = 5.;70　TC r 0.0m9B










































































































































































































































































( 5.4) 二重重ね巻 本試作機
1959 １５００ １８００ 2.7 一重重ね巻
1967 5750 17 5/350 4.0 2 j？
Ａ 1958 ３０００ ５００／７５０ 3.4 二重重ね巻
Ｂ 1967 ４０００ １０００ 4.0 〃
Ｃ 1964 １８００ ６００／１２００ 4.3 2 Z/
Ｄ 不明 ２５００ ３００／７５０ 4.7 4/
Ｅ 不明 3550 ５９０／４７０ 2.6 4 〃
Ｆ 不明 4000 ４８５／４００ 2.3 5 一重重ね巻


















４１００ ７５０ 5470 ４２８ １４ ３ ２１７
２５００ ７５０ 3340 ５１４ １０ ３ ２３５
2250 ７５０ ３２００ １８００ ８ ２ １６０ 本試作機
2250 ７５０ 3180 ７１０ １０ ３ １９５
１５００ ５００ 3260 ５００／１０００ ８ ３ １３２
９５０ ３７５ ２７００ ３００／６３５ ６ ３ １０５
７５０ ４４０ 1570 ９００／１８００ ６ ３ １０５
４００ ２５０ １６００ 1 180 ４ ３ ５４
３００ ６０ ５０００ ７２０ １０ １ ２２５











１０００ ２５０ ４０００ ７５０ ８ ２ １２８ ソ　連　Markow氏
２０００ ５００ ４０００ ７５０ ８ ２ １０４ 東　独　Drescher氏
２５００ ２３０ 10870 ５００ １８ 不明 不明 独　　Richter氏
2730 ７２５ ３８００ ６００ １２　． Z/ 乃f 独　　Punga氏


































出　　力　kW 2 2 5 0 (目標３０００） １５００・
回転速度　rpm １８００ １８００
電　　圧　Ｖ ７５０ ６００





電　気　装　荷　AC / cm ４０８（　548 ) ５ １６･
整流子片間電圧Ｖ（平均） １ ８．７５ 2 1.8






























案 Ns 2rヽ^s/P ‰か Nk 2Nk/P
１ １７２ ４３ 2 1.5 ３４４ ８６
Ｕ １６０ ４０ ２０ ３２０ ８０
案IIならばPunga結線を全整流子片につけることができることが分った。
　上記案Ｉ，ｎについて検討するため，電圧ベクトル図を書いてみ名ことに次るが，作図を簡単に












































































































6. 6 ～6. 8 はそれぞれ本機の外形図，組立図，部分断面図を示す。最も重要なものは, Punga結





























































































































































































































































































゛１ ms/cm　　　　1,600 Ａ　　　　　　　　　４’１ ms/cm　　　　1,600 Ａ
























4　2 111 / cm
　　3,200 A　　　　　　　　　　　　゛ 2 n･s/cm










































３０００ 4240 19.2 5 71.5 6 0.5 6 5.5 5 3.5 3 3.5 2 6.5 3 9.5 3 6.5 12.5 2 2.5 1 8.5
2250 ３２００ ２０ 4 3.5 3 5.5 5 7.5 4 5.5 ２７ １９ 2 7.5 ２６ 8.5 2 1.5 13.5
1500 ２２００ 2 0.65 31.5 2 7.5 4 8.5 4 0.5 19.5 １１ １６ １７ ４ 2 2.5 7.5
無負荷 21.8 - - 4 8.5 - ２０ １０ 14.5 17.5 ５ ２２ １０





台の3 0 0 0 kW 18001‘ｐ“１の直流電動機の試作に成功した。この結果さらに同一設計機３台を製
作し，合計５台が稼動している。
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　　　　　ここでu = 3 . 5くβc < 5. 5 , 0. 5短節巻の場合の検討した結果は次の通りである。
　　　　　この場合の巻線位置（短絡された時刻０早いコイルから番号をつけた）を付図４に示
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　Ｎ＝（短節度ニ0. 5 ) X u　ｍ＝βｃ－〔βｃ〕- 0.5
（4）5＜βｃく６以下のカバリング○場合
　　　カ｡･゛リングが６より大きい場合，補極中心は〔βｃ - 5.0〕／2整流子片分だけ正Ｏ

































































































































































































































































































































































































































































(5) u = 1 , u = 5の場合









































































N＝（短節度－0.5）ｘｕ，Ｌ＝〔βｃ - 5. 0〕
(6) uが偶数の場合
　　　u= 2 , 4 , 6の場合の巻線位置を付図１４～１６に示す。本図は５くβｃく６の場
　　合である。モードぷ１におヽいてｔ＝ｍ／２（ｍ＝βｃ－〔βｃ〕）で図の位置の補極中心が
　　ある。よって巻線位置は. ( 3 - 3 )～（３－１６）式より求められる。



















































































































































































































































































































































































































































































































a = 2 u
(Ｚ-Ｕ
u = 1 , 3 , 5
u = 2 , 4 , 6
　　　ただし, u = 4の場合，異極性極下の巻線番号は奇数，偶数を入れかえる必要がある。




































































































































































































１ ２ ３ ４






































１　　， ２ ３ ４ ５
































１ ２ ３ ４ ５ ６


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　Mei =1.1 7 7　　μＨ
　　　Me2 =0.9 1 5 0　μＨ
　　　Me3 =0.6 85 9　μＨ


































































































































































































































０ ５０ １００ １５０
　→周波数（Ｈｚ）
付図２５　分割０効果と周波数の関係
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２００
???
??????
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????
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???
???
θ
???
??
??
２
○
５)りアタタンス電圧の周波数依存性
　　　表４－３のモデルについて3. 1 2図(ａ)の反転形状に対するリアタタンス電圧の変
　　化を付図２６に示す。低速時と高速時の各巻線のリアククンス電圧の低減度はあ唾
　　り変ら忿いことが分かるｏ
ａ
計･‰
凭
ａ　　ｌ　　２　　３　　４　　、５’
　　　　　　　（ａ）高速時
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∂
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○
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○
１
‰
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Z　３　４　、' yj.
（b）低速時
付図26　　リアクタンス電圧の変化
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